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BH C 文 献 の 抄 録.ill .*

紡 ⅠⅠ環に引続きその後邦夫せられた BHCに関す
る文献を抄錬紹介する｡船木集も革Ⅰ磯 と同様に*.と
しで化学柳系の文献のみについて蔑鎖した｡
分子構遭 :miCの分子構造に関
する研究は敢近非常に進妨したO先
づ.Hasseトー派は篭手練視距の相異
から党に彼等が報岱した所謂E駅性 Hetland(22)
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激和風.双極子能率の研究等が執ずられる0番巽晩帝

に伐って測恵された双極子能率の矧nlj僻 は TablC2
の様 で ある｡

Table2･双梅子能率の測定値 (D)

体はhex･dChlorocyclohex托neではあ Ku舶l･niJatkal･S(27)
るが be壬湘nChexnchloride では Rolla辱(鶴)
ないと冒コ正し-･BHC督鞄性体の招く 森野串 (3.(,)

予の靴列を攻の様に推定し⊥払
(Table1.2.3)
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′叉大培執まBHC及びその妃株化合物の船架化反鷹
恕繰討する静に伐りaT,8-及び ¢-BI甘Cの原子の耽
)列を馳潰し)I-BHCのそれを推定して居る (43)那
Hassel尊の提案したもの埴 全に-増 し壱厨るo叉 ,

同時に monoChlorob叩宕ene hexacIJofide 及び
dichlorobenzeneh紙aChlorideの鼎性体の原子の配列
も決定し;ど庶る(4:7)ovanBommel等ほⅩ糠伺判斤か
ら8-BHCの原やの酢列を沈潜したくr)),之も上記両
者の放棄したものと鮮一･であるO叉Cl･istolli"BIic
の光学鼎粒体(l型)の分割に成功し(ll),H的Sel執ま
その縛晶構池の桝兜を行って居る(1g)O双極子確率か
らは Hetlqnd(22),KulliarniJilt払r響 く27),Rolla
i 等(48),及び森野等の研究があるがこのうち SA.･性体
に対隅の中心がある一といふ KulkamiJatknr空夢の結
果のみが上髭の糠と矛盾して磨るO叉舟押削忠ラマ 州 つ-

を有しない串を指摘して摂る(29)0
性質 :物裸的性質鵬 三な屯のとしでは a･-BHC(1),
及び α-BHCの光学奥地体(l担)(19)聖顔曲学｣このデ
-タ,BHC異性体のき,qy効果及び痕外税吸収の買
llH

2.84

296,2.71 2･10,2Oユ
i.98;2･18
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O

次に大岩等ほBHC典性榛の塩素化反膿について報

潜して居る(40-43)｡下鳥はα-BHCの脱塩化水菜反

感の機構の研究を行って居る(52)が小島等も亦 γ-及

び 6-BHC の脱塩酸反鷹に伐って中間分解物であ拳

Pentachlorocyclohex?ncを得て屠る(38)o叉Ⅵ1,it･
tingham肇も希異性体の脱塩酸反魔及び皮魔性の比醇
を待つここ居る(59)｡小野等ほ樟脳-DDT-BHC三成

分罪の牲魚に尉する研究を発表して居る(45)､

製法 :BHCの工業的製法に関しては流下式動地方
法に関する評軸な基礎的データが男衆きれて居る(24,
62)O 党 berI乞ene
食蒸気を発生させ,

ある(39)O,その外若干の異性に関する文献が見られる

が何れも牌に目新しいものはない(13,25,36,55,58).

唯 ciclohcxane,を四壁化果菜に櫓して紫 外税関 用
臓せしめつ｣塩素化するとその生成物は DDT叉i

Gammcxane ･よE)殺虫力が凝れて居ると云ふ碑許
あるが銅打順不廊Lr,ある(4!))D叉BllCの合成機作
研究する巨Ⅰ的で大岩等は田鹿イ懐き素中に放けるberl

之eneと敬粟との液相瓦鷹の様相を繭じて居る(.40)D
脱島:BllCの脱英の問題に関しては簡軍に水嵩宛
茶桝でbeJ12;eneと井に有奥物質を除鼓する方法(8
の外に,弧点80-1500の石油荒波化水薬と脚こ BH
を加熱する事に機?てその蕃兜と射こ有泉物質を除

方法(57),及び沸混1100-4000の石油釆純化水素
㍗-BHC隼欝んだ部分を緒･翠に加熱して温灸をhN.･
方淡等(節)が提案されて居るor叉刺戟性物質であ
8-pHCを除く方法として10-30%の水を禽夜する

*BHC文献抄錬 Ⅰ･:防虫科学 11,24-59
河 ‡Ⅰ.: 同 13,toョ-64(1949
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構文は本鞘で抽出除去する方法が捉案軌 で居射7)｡
定盤 :現在衆も一般に用ひられて居るポ-ヲpグラ

ブに伐るりJ-BHCの荘忠に関しては滑剤としてヂオキ

I.Pyを用ひる方法の改良法(37)や酒精を糊ひて行ふ方

法(恥4も63,糾)について報皆があるO叉赤外税吸収

に依るBHCの党飽方掛 こ関しても其後2,3の文献が

見られる(28,33)Q苛か二光に Partitiol-Chromato∵

卵Phyに伐る†J-BHCの定免法か発表せられたが倍近

これを簡易化した方法が懸案されて居る(18)｡･街アル

カ.)分解に伐る簡易な党最性も亦報償されて倍る_(4b',

51)Dこのうち動物粗相及び乳の中のの73HC党最に際

しアルカ1)分脚線生成した1,2,4-trichlorobcrl紐1eを

紫外鯨スペクトル光度計に依って雷魚する方法が提案

されrC蹴る(払 16)O 叉混合物の幣榊度曲根の概料の

変化を基艇とした Thorpの分析方法を用ひる7-BH

Cの定温法が報貸されて庶る(GO)o

削生物の利用其他:BIicのi,対蛾 以外の利用,I:

関しては加藤はアルカPで脱髄酸してtrichlor魂 en-

累eneとする場合の尻腰憐件を研兜L(26)賢に1樽 は
こめttichloroben宅eneの反塵を研究し染料等の慌料

に使用する串を麟 した(20)O輪種々な埋桐 らゝ純粋

な1,-BHCをBHC粗混合物と区別して呼ぶ必安があ

Eる掛こ栄樹では 99% 以上の純度を有L敵成1120の

γ-BHCの白色結晶を L̂indane〝と呼んで厨る(47)0

叉BHCの煙霧を発生させる方法としてチオ尿素を

灘ひる改良法(効率89･5%)が捉来されて居E･)(21)この

BHC叉はDDTの煙霧の家屋内に放ける位相の効果

についての報告がある(50)0倍こ.のBHCの焼轟に傭

申紙の張力漁に折鹿みに対する耐久力は著しく鱗退す

る七云ほれる(9)8

生物把及ぼす影響 :唾Jkの昆虫に対するBHCの効

力ぱJIEconotnicEntomology託その他で評紬 こ検

討さ),Lで厨るからノ,､こ でゝは貰及しないoBI-IC客数

増雅の酒精醗軌 二及ぼす影響も報告されて捕･る(10)O
土壌寮虫駆除の矧 こ種子をBHC地理する軍の可否に
ついこは苛千の報街があるが適丑以上の依田は花芽に
毒物ミある様である(15メ23)｡文士填たBHCを撒布す

ると馬鈴薯に不快鬼を異へるといふく17)a

BHCの高等動物に対する矧盤の問題,及び植物に

対する率寮に関しては多数の文献が見られるがその陀

衆的なもののみ髄銀するO (高専動物:14,32,61;紘

物:65)

BHC関係文献虫

(1)や mourReseaChFoundation:),-BHCの結晶

翻 勺資料･Anal･Chem.21,881-3(1舶EJ)I-y

(王けBnstiansen,0.,Ellefs恥 m･】Hassel,0;:α溝 γ,

町及びぞ-BHC の構温 Re粥arGh2,2鯛 (19細);
-clA.44,897
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voet:8-BHC.の結晶隅温 Pl･OCeedingT,VOl.53,
No.1(105Cl)
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Ann,App一iedBiol.36,76-85(ln4r));C.A.43Jt舶公

(fJ)Chakravol.ti,S.:Gammexnncの紙の耐久性に

及ぼす影響･Naturel¢3,仙7-FHlt119)

(10)Ciferri,R･,G.Bor2Eini,F,Bel･tOSSi:DDT及び

BHCの酒精醸酵及び Funguscor]idiaの発芽に及

ぼす影響.lstbotan.ulliv.lab.crittogam･,Pavia,

Atti(5)3,2脚-308(1f)g7);C･A･43,8O89
(ll)Cristol,SJ.:α-BFrCの構漁. J･Arl,.Chcm,

畠oc.71,1894(19細)

(12)Davidow,B,α.W90dardr紫外線スペク1･Jレ光

度計波に伐るTlHCD定澄. J,Assoc･of=f･Agr･

Chem.32,751-8.(194(J);C.A,44･487
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Ⅹaneに依る甜翻 弄挺子勉f埋･Pub･ir･st･bet_geam c･
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43,′8088

(16)Frawley,J･PA,B･Davidow:紫外騒スペグll)i,
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鈴登の風味試放てJ･AgrrResearch 78,477-82

I(19叫 ;C･A･4声･71[17
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羊ゝ(34)三菱化成工柴株式会紅ニペソゼy-キサタロラ
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野梅子能勢 踊射酢礁舘5,7-8(lgaO)
弼 )Morey,qJi.!.1,2,3,4/5,a-hexachlorocyclo-

hexane.求閥聴許 LJ,474,･FiE)0(1949);C.A.43･6778

(37)中島稔,木岡麗き,勝村安打:1,2,3,4,5,(沌exa-

chlorocyclohexflneの),鼎性休の定敦についてJII,
.fQ;餅朗 纏 .13,14-1日くlDLlDj 鞄
1(38)巾島稔,大鋸摘 軌 跡柑安和 BHC各期生休の
アルカ.)に伐る脱堀授尻腰についで.∫.防虫科学14,

つ10-19(1949)

(39)肺 離 株式蝕 :十- ip,シシ- -中で
-/の製法.特別朋op-1三302

(叫 大岩俊象 山恥軒 灘 米久粗 大明恵:BHC魯

]訓■'

節 lrl娩

戊に馴 一名勧兜･ⅠⅠ･田鶴イヒ双葉を溶媒とする紡相

膿,7.TtJJ'虫科学 13,231-29(1949)

(41)一一一一-･,--I---一･----.- - :化一BHCの収

故政体について･化学と工業 2,28tlJ(]949)

(42)- -,榊 ,- .- :LBHCの合成

蘭する研艶 ⅠⅠⅠ･四瑚 ヒ-3主索を醐 fiとする卿 服L

E3･0-0ctachlorocycldleXaneの生成機酢 化掛澗
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防虫科学14･42-43(1咽 )(潮 紬 15,32-39(1950
(44)大野萄丸 繁盛章一 :ポ-ラpゲラIJに偽るB
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(46)Da狙affaelli,D.･.市販品中の hexachlorocyclohe-
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43,9341
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･性ヶAnnAppliedBiol.35,494-5鵬 (19姻);C.A

43,[)343

(54)Sobotka,班.:I,官学3,4,5,()六寵換cyclohexarll
の構賂 Res紺rCh2,Suppl.,tE593湖1紺));C･A44,89;

(防)Solveyh,ACie:低融点のBHC.英函櫛 抽
677(19岬);C,A.43;57姻

(r)0)Stoker,早.Ⅰ.･･DDT及び B珂Cの燕賂 An

ApplicdBiol･34,▲110-23(1948);C.A.43,514

(57)Thomas,lLJ.,A.M,Stagds,M.)A,McCombi

㌦ BHCの脱鼻 滞問特許 払486,8tiLq(1949);C.A
Lllu4
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(58)Venere,A･;殺虫剤 伊大利特許427･G20(ltJ17);
C.A.43,7632

(卿 Whittingham'D･JリD･L･Garmaise:hexaGh-

lol･OCyClohexane 艶田本の反膳性の比敵 Can･J･
Reseal･Ch27B,415-20(ltJ40);C,A･43,7.?'ll

(6())Willermah,M･:Thorpの分析法の一敗化と
hcxachlorocyclohexane工業軌跡トの 7.-典性体定

盤への腰FFjArlal･Chim･Acta3,206-21(桝 t));Cr
A.43,8311

(61)Wilson,S･G･:隼に対 句-る Gammxane及び

節 ユ5排

DI)rllの投Pq.Btlll.EntoI1101.Rcsenrch39,423-34

(1El娼);C.A.43,552G

((39)山木有軌 亀崎忠夫灘 虻 三刊tl::DIICP工業馴勺
製法の基礎研兜･II･防塊科学 14,20-幻 (19細)
(G3)繁盛善一:ポーラT3グラフに依るBHCの)′勘性
体の定温 日凍農等酎ヒ学会誌 23,L27-30(1'.Jdg)

(舶)Zotta,M凍.solr!16.･r-1,2,3,4,5,6-hexachlo-
rocyclohexarleのポーラログラフに伐る定数.R即.

brasilquin.27.242-6(191.9);C.A.43,80節

DDTの殺虫作網

J.aBusvine:InsecticidalactionofDDT一

一Nature,156(3934):lG!)-170,Lf)15

DDTの投出力は静性物質とⅠ･ipoid可溶椀物喋と

の組合さった作用とされているが'Campl)ellaWest

(194血 準鎖したpara-chlQrbenzeqe板が副生綻伊と
して作用L,筏余のChloroformが溶解に閉脚すると

指摘した｡それに反し,Martin良Waiれ(1944)紘

chlorbenzene核がLipDid蒋酵L塊として働き･磯 余の

分子が生鰻の中心に I-IClを逝鞘放出するために静性

成分として作用すると曙京したoBusvineはDbTの

これらの寧頚を検討するため,DDT及び亘毎轟鼻腔

をトコS,ラミ Cimexle.turarlus, シラミPedicllllLS

huinalluりこ作用させ,同時にオリーブ油中の醐 串,加

水分榊によるHCl蕊を測定した｡その粕監 DDT

はその誇導櫨に比校して嗣昆虫に位も布野でl叉,一帯

迅速に加水分離さやることを見出し･化創勿の敵性とヽ
的中の溶解性との間に紐関係を得たO
榊 解し難い化合物の掛 ､毒力はその､Gal.ricr叉は義

肢のWaxやⅠ.ipoidに封する高度の飽和度で説明朗L

る常で,恨りにそれらの化合物を飽和砕波として用い

坤 ま･.矧攻撃 鵜は見坤 ないと期待される笛であ
るO然し 胡 tらの化合物をWhite｡illHこ飽和させ

た溶液に傾眠を擬し,その磁紙上にシラスを静.､て試

険し,50%致死の時間を開発した稗史･明 しらの化合

物の致死時間は贋範曲にあE),DDTの作用を設別す

る壌瀧は何れも不十分なることを結納したO

'(酒井捕六)

ショウジヨ19バ立の髄亀と&'L虫力

H･1{almus: DiffcllenCeS享rlresistances tO

toxic ミubstancesshownbydifferentbody

colotlrrnutantSinDro叫挿 Ia(Dipt即a)十Proc･i

R･Ent.Soc.L'ond.(A)17,10-12:127-133.

双題額の未皮の藤色化は.PPlyphepolsに鹿酬 -る1

格の犠皮過掛こ依るものも そゝの硬化七取水作用とを

生じ,叉ショウジヨサバ:aDl･0的や7Lilaの4紐の明色

突然建叔型くMutant)は乾気中に敵機させると,一その

野雌型 sibsよ[)JI'l托し,逓かに偲環が減少するtと

が示翫 Lでいる｡この璃険では,Dlllela710gasferと

D.卵e7Ldoobs川†･aのraceA との虫故の暗色化が郁々

の水静性物質北びに鋭弧や弛溶性の物Hに到する透過

性を拭ずるととを見tLiしたD略- 億 の成熟既にある

40IZG宛の-エを CO空で不宿敵にして.これに一定数

の電氾,Kerosene,Creosote肺 除虫菊袖山乳剤や

稀硫酸水溶液を撤和したOその細田の波線櫨柁爽 I々O
担宛の野性型及び腰典型瑚昭 から成?ているOこの
覚敵の緒見 開硬の明色鱒期掛ま野憾弛よt)商い死亡

率を示した｡叉電池と稀硫酸液勝 田の後では,D･.mi-

lal10g鳩tel･の滞包壁典型の1種偶は野性型よL)ずつと

永く生存し怒bhしかし他のものには有意な遊興は諌め
られなかった｡D･psetLdoobsct,roの場合で恥 肌色鍵奥

矧息脚 晩 は罷批乳剤の撒布後野性覗よC)ずつと随寵

を洩少し,晦肌で成規!tた後の致死したへT･の眼の崩
壊は野性型よりnll色蟹沢,7jlBの加 L;余分に起ったoこの
壁異型の反鷹がすべ王の化撃薬品にりし宰常温に迦る

､ことは蛸級でないが,暗色の表皮がずつきと恕起な韻皮

構造によって肌色の訴皮より物曙の述過が少ないと考

えられるO静性野脚二秒さ,る抵抗性の憩樽的研随 托

将汰に-一つ の材料な滋供するものとなE3;朋七故に,
昆虫の欄肘紳 わ曙色の成員は故虫軸の使用による化

鄭 勺淘汰に射して,朗色の成員より比布が齢 帖 なる

可髄性を持ち,叉砥疏性晶麿の軍展を生ずる結果とも

なろうo昭弘の封戊によって毒焼物蜘こ鍬する慣色麹

昆単の保護は工梨郷絹に放ける多くの肌色塾昆瓜が暗

色昆虫に庶換えられる醗凶ともなろうoこれは卦こ餅

趨Elの鼎化型についても青緑は 坑 (捌 漸 く)

原虫菊の協力剤 Pl'p3TOnylCyclohexenone
p.G.Piquett,A.H.Nelson･andE･R･McGovran:
sync.rglSminPyrethrtlrn-PiperonylCyclohcxen0 -
.1e東｡BLChPowders.I.¢弧 Ent･40(4):,577,1rJ'17･

1!犯




